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「平成２９年度 九州医学技術専門学校 自己点検・評価報告書」 

の公表について 

 

 

 

平成２９年度の自己点検・評価結果をここに、公表いたします。 

 

今後は、関係各位のご意見及びご指導を賜りつつ、全教職員一丸となって改善

や工夫を図り、教育水準の更なる向上を目指して参りたいと思います。 

 

今後とも、なお一層のご支援、ご協力をお願い申し上げます。 



前期 年度末

①　日常から医療人としての自覚を持ち、礼儀正しい人材育成に努める。
②　実習と講義の連携を図ることで学習に取組みやすい環境をつくる。
③　臨床検査技師国家試験合格率90％以上にし、全員就職を目指す。

成果と課題

前期 年度末

時間割の作成時に、各科目担当者の
意見を反映する。 Ａ A

導入段階として、高等学校レベルの
「生物、化学」問題集を課題として
与え、取り組みやすくする。

Ａ

自主的な学習ができるように、
科目間の進行を調整するよう努
める。

講義報告書を記入することにより、
シラバスにそった講義進行であるか
を確認する。

Ａ A

「基礎力」を養う科目(生理
学、生化学、解剖学など)を配
し、特定の「基礎力」を高める
ように努める。

国家試験を意識し、段階的に習熟度
をみるために、過去の国家試験問題
を小テスト形式で実施する。

Ａ A

1学年時より、実習を多く取り入
れ、実践的な力を養う。 Ａ Ａ

他学年とペアを組ませ、器具の扱い
方、実習への取り組み方などを指導
しあうことにより、意欲的に学習で
きるようにする。

Ａ Ａ

就職先となる病院等での臨地
実習 を行う科目を配し、実際
の仕事が経験できるように努
める。

3年次で臨地実習に行く前に、事前
の心構え、患者接遇等、基礎的な知
識の確認を行い、スムーズに取り組
めるようにする。

Ａ

就職先の病院等と連絡を取り、卒業
生の働き振りなどについて、話を聞
く。（聞き取り調査）

B B

聞き取り調査の結果を分析し、在校
生の指導に活かす。 Ｂ Ｂ

聞き取り調査の結果を分析し、カリ
キュラムの編成、科目の教育内容に
反映する。

A

平成29年度九州医学技術専門学校自己評価（臨床検査科）(専修学校・各種学校用)

評価

学校教育
社会生活に必要な知的で豊かな教養を持ち、専門分野において高度の知

識や技術を身につけた臨床検査技師を育成することを目的とする。
B A基本方針

（教育理念）

評価項目 目　　標 具　体　的　方　策 具　体　的　取　組
評価

成果と課題

社会のニーズにこたえられる人材を育成する。医療現場において他の職
員と共に働くことのできる協調性と倫理観を身につけ、豊かな教養を持
ち、高度の専門知識と技術を持った臨床検査技師を育成する。

B A学校教育目標

B B重点努力目標

１．教育課程・学習指導

（

１
）

科
目
編
成
に
お
け
る
内
容
や
工
夫

基礎科目や専
門基礎科目を
効果的に取り
入れ、「基礎
力」を育成す
る。

 専門教科とその他の教科は、
学年 ごとにバランスよく配分
し、「基 礎力」の育成に向け
た科目間の連 携に努める。

2年：金原（国家
試験）問題集配
布済
1年：臨床検査総
論講義で練習問
題取り組み

臨床検査技師
として、即戦
力となるよう
な教育カリ
キュラムを編
成する。

 専門教科では、校内の実習・
演習 系の科目をなるべく多く
配し、就 職先となる病院等の
現場に類似し た状況で学習で
きるように努める。

3年→2年：実施済
2年→1年：実施済

就職先の病院等を対象に卒業
生の 働きぶり等について調査
を行い、 学科の教育内容や達
成目標の妥当 性、あるいは重
視する人材ニーズ 等を分析
し、その結果をカリキュ ラム
の編成、科目の教育内容に反
映するように努める。

重点努力目標③について、国家試験合格率は達成できたが、就職が

まだ全員達成できていない。



前期 年度末

各授業で繰り返し学習を行い、 病院
等の現場で必要となる「基礎力」は
暗記ではなく体得するものであると
いうことに、生徒自らが“気づく”
ように努める。

各教科にて、授業の中でポイントを
明確にし、質問、発問を工夫する。 A A

グループ実習により、協同して取り
組ませる。 Ａ Ａ

グループ課題研究（病態解析学）に
取り組ませ、パワーポイントを使っ
た発表を行わせる。

A

 しばしば授業の最後に課題を
提 示し、決められた期間内に
提出 させることで、約束を守
ること を意識させるように努
める。

各教科の提出物の期日を厳守させ
る。 Ａ Ａ

就職先となる病院等で豊富な実
務経験を積んだ教員が、本人の
貴重な経験を教材として活用
し、より実践的な「基礎力」が
育成できるように努める。

実務経験の豊富な人材に、非常勤講
師として指導に当たってもらう。 Ａ Ａ

大学教授などの特別講話を実施す
る。（12月） A

卒業生の講話を実施する。 A

前期のシラバス（授業計画）を作成
し、生徒に配布する。 Ａ

後期のシラバス（授業計画）を作成
し、生徒に配布する。 Ａ

挨拶の慣行を図る。 Ｂ A

授業開始、終了時の挨拶を徹底す
る。 Ａ Ａ

職員室の入退室時の正しい動作を指
導する。 Ａ Ａ

医療人としてふさわしい身な
りや態度を身につけさせる。

病院見学など、TＰOにあわせた服装
のチェックを行う。 Ａ Ａ
欠席科目については、レポートを提
出させ、講義内容の把握を行わせ
る

Ａ Ａ

遅刻、欠席の連絡を、担任に必ず行
うように指導する。 Ａ Ａ

必要に応じて本人との面談、または
保護者との連絡を取る。 Ａ Ａ

学生の変化に気づいたら声を
かける。

Ａ Ａ

朝礼などで、生徒の変化などを伝え
合い、共通理解を図り、生徒の対応
を協議する。

Ａ Ａ

評価項目 目　　標 具　体　的　方　策 具　体　的　取　組
評価

成果と課題

三村先生（千葉
科学大学）実施

54期卒　鈴木君・
松原さん実施済

シラバスを作
成し、生徒に
計画的な学習
をさせる。

シラバス（授業計画）を作成
し、生徒に配布することによ
り、計画的な学習指導につな
げる。

（

２
）

教
科
指
導
に
お
け
る
内
容
や
工
夫

指導方法を工
夫する。

外部指導者の導
入

授業のなかにグル ープ学習の
手法を取り入れ、病院等の現場
を想定した課題につ いて、協
同して取り組ませ、そ の結果
をプレゼンテーションさ せる
ように努める。

平成29年12月9
日実施済 全学

生・入学予定者参
加

現場経験者等
の 人材を活用
し、実践 的な
「基礎力」を
育成する。

大学進学を含め、多くの現場で活躍
している人の講話や授業を行い、仕
事に必要となる「基礎力」仕事の達
成感や厳しさについて自覚できるよ
うになる。

２．生活指導

（

1
）

生
活
指
導

全教職員で、
挨拶、礼儀の
指導を行う。

挨拶や礼儀作法などの指導を
徹底し、節度ある規則正しい
生活を身につけさせる。

2年：公衆衛生実
習（保健所）

欠席、遅刻について厳しく指
導を行う。

（

2
）

相
談

問題行動の予
防に努める。

教職員全員で、悩みを抱える
生徒の早期発見に努め、適切
な教育相談を行い、問題行動
を未然に防止する。



前期 年度末

1年次前期終了までに、生徒個人
の進路意識を調査・把握し、在
学中のキャリアサポートに活用
する。

1年次前期終了までに生徒個人の進
路意識を調査・把握し、在学中の
キャリアサポートに活用する。

Ａ Ａ

個人面談、３者面談を必要に応じて
実施し、生徒の希望に沿った指導を
行う。

Ａ Ａ

病院見学を1年次6月に行い、現場で活躍
する臨床検査技師の仕事内容を知り、職
業への意欲を持たせる。

Ｄ

一般常識対策として問題集の活用、
確認テストを行なう。 Ａ Ａ

履歴書の書き方、面接の方法など具
体的に指導にあたる。 Ａ Ａ

就職担当者をおき、常に相談・指導
できるようにする。 Ａ Ａ

就職担当者の
資質を向上す
る。

キャリアサポート担当の教職員
を、研修会等に参加させ、資質
を向上させる。

労働局などの就職支援の研修会を利
用する。 A

家庭との連携
や協力を深め
る。

家庭が役割を認識し、その機能
を発揮してもらうため、保護者
との連絡を密にするなど、連
携、協力を深める。

遅刻、欠席の多い者には、保護者に
連絡を取り、早期改善に努める。 Ａ Ａ

豊かな人間性
を育む。

躾教育・挨拶・ボランティア活動な
どを通して、医療人として社会に貢
献できる、豊かな人間性を育めるよ
う、学校独自のプログラムを実践す
る。

担当者を決め、月ごとの重点目標を
掲げるようにする。 Ｂ Ｂ

情報を早急に開示し、学生が積極的
に就職活動に取り組めるようにす
る。

Ａ Ａ

卒業生の就職先を訪問し、採用情報
を入手しやすくする努力をする。 Ｃ Ｃ

早い段階で、国家試験の出題形式を
理解させ、問題に取り組ませる。 Ａ Ａ

補習を行い、不得意科目を作らない
ようにする。 Ａ Ａ

常に、各教科への質問が受け付けら
れるよう、非常勤講師への連絡も密
にする。

Ａ Ａ

就職に直結す
る資格取得に
積極的にチャ
レンジする。

就職をするにあたり、より有
利な各検定を積極的に受験さ
せるようにする。

資格取得の重要性を伝え、各能力に
応じて、取り組める資格にチャレン
ジさせる。

Ａ Ａ

評価項目 目　　標 具　体　的　方　策 具　体　的　取　組
評価

成果と課題

３．進　路

（

１
）

キ
ャ

リ
ア
サ
ポ
ー

ト

早期に面談や
適性検査等を
実施して、学
生の希望に即
した適切な進
路指導を目指
す。

学習のモチベーション、就職へ
の動機づけなどを高めるため、
入学後の早い段階から、就職適
正に関する個別面談・指導を行
う。 未実施

具体的でわか
りやすいアド
バイスを行
う。

就職指導においては、一般常
識や専門分野の試験対策、ま
た、就職活動の進め方、履歴
書の書き方、マナーなど、1
年次の段階から具体的に指導
を行う。

2年・3年：実
施

ヤングハロー
ワーク担当者よ
り面接練習実施

済

月ごとの目標設
定とはいかな

かった

（

２
）

職
場
開
拓

生徒の就職の
門戸を拡大す

る。

採用情報を確実に入手し、生
徒の就職の門戸を拡大する。

（

３
）

資
格
取
得

臨床検査技師
国家試験合格
に向けて最大
の努力をす

る。

1年次より、国家試験に対し
ての意識付けを行い、日々の
学習の中で最終目標である国
家試験に向けて努力するよう

にする。

1年：MOS検定
（9月実施）



前期 年度末

学生の希望就職先などを早期に調査
し、スムーズに就職案内ができるよ
うにする。

Ａ Ａ

2年次に病院、施設見学を行わせ、
より就職への意識付けを行う。 D

生徒の主体性
を育成する。

指示を待つのではなく、自ら
やるべきことを見つけて、積
極的に取り組む能力を育成す
る。

ボランティア活動への関心を高めさ
せる。 B A

周りに働きか
ける力を育成
する。

周りの人に呼びかけ、目的に
向かって人々を動かす能力を
育成する。

校内美化に努め、教室、実習室の清
掃活動に取り組ませる。 Ｂ B

現状を分析し、目的や課題を
明らかにし、準備する能力を
育成する。

質問にすぐに答えるのではなく、生
徒の考えを十分聴く。 Ａ Ａ

課題の解決に向けたプロセス
を明らかにし、準備する能力
を育成する。

Ａ Ａ

新しい価値を生み出す能力を
育成する。

友人関係を広げるように指導する。 Ａ Ａ

生徒に十分な時間を与え話を聞く。 Ａ Ａ

授業の中で、集団討論をする時間を
設ける。 Ａ Ａ

傾聴力を育成
する。

相手が話しやすい環境をつく
り、相手の意見を丁寧に聞く
能力を育成する。

生徒の目を見て説明し、生徒にも同
じように指導する。 Ａ Ａ

柔軟性を育成
する。

意見の違いや立場の違いを理
解する能力を育成する。

授業の中で、集団討論をする時間を
設ける。 Ａ Ａ

状況把握力を
育成する。

自分と周囲の人々や物事との
関係性を理解する能力を育成
する。

丁寧な言葉遣い、その場に応じた適
切な言葉遣いを指導する。 Ａ Ａ

医療人としての自覚をもち、服装、
頭髪が華美にならないように指導す
る。

A A

校則違反者には厳粛に対処する。 Ａ Ａ

ストレスコン
トロール力を
身につけさせ
る。

ストレス発散の方法を身につ
けたり、ストレスをポジティ
ブにとらえて対応できる力を
身につけさせる。

スポーツ大会等への参加を促し、運
動の励行を指導する。 A

評価項目 目　　標 具　体　的　方　策 具　体　的　取　組
評価

成果と課題

（

１
）

前
に
踏
み
出
す
力

献血ボランティ
ア

（

２
）

考
え
抜
く
力

課題発見力を
育成する。

（

４
）

就
職
率

就職率100％
を維持する。

生徒の希望にそった就職率
100％を目指す（大学進学も
含む）

実施者無し

４．社会人基礎力

（

３
）

チ
ー

ム
で
働
く
力

発信力を育成
する。

自分の意見を相手に分かりや
すく伝える能力を育成する。 1年：倫理学

2年：就職指導

1年：倫理学
2年：就職指導

規律性を身に
つけさせる。

社会のルールや人との約束を
守る力を育成する。



前期 年度末

受験生やその保護者に分かりやすい
募集要項を作成する。 Ａ Ａ

電話や来校されての問い合わせに対
し、分かりやすい努める。 Ａ Ａ

高等学校訪問を実施し、在校
生の状況説明や学校のPRを行
う。

5月より体験学習の案内、新入生の
報告を行う。 Ａ Ａ

体験学習の案内、試験日程を書き込
む Ａ Ａ

学生の声を随時取り入れる。 Ａ Ａ

高校生へ直接PRを行う 高校でのガイダンスに参加する。 Ａ Ａ

メディアを使って本校の認知
度を高める

広告、CMなどで本校を知ってもら
う。 Ａ Ａ

中長期の学校経営ビジョンを全教職
員が認識する。 Ａ Ａ

学校評価を8月と3月に実施する。 B B

自己評価結果をホームページ
で発信する。

自己評価結果をホームページで発信
する。 Ａ Ａ

自己評価結果を年度末に保護者へ送
付する。 D

自己評価結果を卒業時に配布する。 D

生徒による教員の授業評価アンケー
トを実施する。 Ａ Ａ

アンケ－ト集計結果を職員会議に提
案し、向上を図る。 B

評価項目 目　　標 具　体　的　方　策 具　体　的　取　組
評価

成果と課題

５．広報

(

1

)

生
徒
募
集

分かりやすい
募集要項を作
成、生徒募集
を行う。

受験生やその保護者に分かり
やすい募集要項（学校案内）
を作成する。

ホームページを頻繁に更新
し、学生の状況や学校の取り
組みの紹介を行う。

(
2

)

学
校
評
価

学校自己評価
を実施し、そ
の結果を発進
する。

自己評価結果を九州医学技術
専門学校のパンフレットに掲
載し、生徒やその保護者など
に配布する。

未実施

未実施

６．組織・運営

（

１
）

経
営
方
針

経営方針を明
確にし、その
実践を行う。

明示された中長期の学校経営
ビジョンを全教職員が共有
し、教育実践に努める。 実施時期が学期

末とはいかな
かった

（

３
）

授
業
評
価

教員の指導力
を高める。

生徒による教員の授業評価を
実施し、教員の専門性・指導
力の向上を目指す。

職員個人での振
り返りとなった



予算、収支計画を行い、適切な会計
監査を受ける。 A

財務情報公開を行う。 A

前期 年度末

毎月電気保安協会の点検を受ける。 Ａ Ａ

机・椅子などの備品を点検し、不良
品は取り替える。 Ａ Ａ

日常の教育活動や指導は、常
に安全を優先して行う。

避難経路の確認を行う。 Ｂ Ｂ

電気器具、器材のスイッチの入れ換
えをこまめにする。 Ａ Ａ

学生へも教室の電気などの消し忘れ
がないよう呼びかける。 Ａ Ａ

パソコンによる校務処理を推
進してデータの共有化を図
り、効率的な事務作業を行
う。

パソコンの講習会などに積極的に参
加する。 Ａ Ａ

学生の個人情報の取り扱いには、細
心の注意を払う。 Ａ Ａ

自宅のパソコンで業務を行わない。 Ａ Ａ

ウイルス防止のプログラムの最新版
を使用する。 Ａ Ａ

インターネットのアクセスは、業務
以外のものはしない。 Ｂ Ｂ

評価項目 目　　標 具　体　的　方　策 具　体　的　取　組
評価

成果と課題

（

４
）

財
務

会計監査を行
い、安定した
財務基盤を作
る。

学生生活を送るうえ、不利益
がないよう、健全な財務運営
を行う。

（

２
）

情
報
設
備

パソコン等を
使った校務処
理を適切に行
う。 パソコン上の生徒情報等の管

理徹底を図る。

業務以外のアク
セスがあった

７．施設・設備

（

１
）

施
設
設
備
の
管
理

施設・設備の
有効な活用が
図られ、安全
点検等の管理
を適切に行
う。

施設・設備の安全点検を年2
回以上行い、環境整備を図
る。

省エネ運動を推進し、水道・
電気使用量を前年比５％減に
努める。



年度末

①　日常から医療人としての自覚を持ち、礼儀正しい人材育成に努める。
②　実習と講義の連携を図ることで学習に取組みやすい環境をつくる。

成果と課題

前期 年度末

 専門教科とその他の教科をバランスよ
く配分し、「基 礎力」の育成に向けた
科目間の連 携に努める。

時間割の作成時に、各科目担当者
の意見を反映する。 A A

自主的な学習ができるように、科
目間の進行を調整するよう努め
る。

講義報告書を記入することによ
り、シラバスにそった講義進行で
あるかを確認する。

A A

医療事務としての資格を取るため
に、必要な基礎知識を養う。

検定試験を意識し、段階的に習熟
度をみるために、過去の検定試験
問題を小テスト形式で実施する。

A A

手話、介護、患者接遇などの授業
を取り入れ、医療人としての即戦
力になれるようにする。

A A

コンピュータの授業を取り入れ、
電子カルテなどに抵抗なく取組め
るようにする。

A A

就職先となる病院等での実習を
行い、実際の仕事が経験できる
ように努める。

実習に行く前に、事前の心構え、
患者接遇等、基礎的な知識の確認
を行い、スムーズに取り組めるよ
うにする。

A A

就職先の病院等を訪問し、卒業生
の働き振りなどについて、話を聞
く。（聞き取り調査）

A

聞き取り調査の結果を分析し、在
校生の指導に活かす。

A

聞き取り調査の結果を分析し、カ
リキュラムの編成、科目の教育内
容に反映する。 A

平成29度九州医学技術専門学校自己評価（医療秘書科）(専修学校・各種学校用)

評価
前期

学校教育
社会生活に必要な知的で豊かな教養を持ち、医療界に貢献できる医療秘
書を育成することを目的とする。 B A基本方針

（教育理念）

評価項目 目　　標 具　体　的　方　策 具　体　的　取　組
評価

成果と課題

社会のニーズにこたえられる人材を育成する。医療現場において他の職
員と共に働くことのできる協調性と倫理観を身につけ、豊かな教養を持
ち、医療界に貢献できる医療秘書を育成する。

B A学校教育目標

B A
重点努力目標

③　各種検定試験にチャレンジし、多くの資格を取得させ、全員就職を
目指す。

１．教育課程・学習指導
（

１
）

科
目
編
成
に
お
け
る
内
容
や
工
夫

基礎科目や専門基
礎科目を効果的に
取り入れ、「基礎
力」を育成する。

医療秘書として、
即戦力となるよう
な教育カリキュラ
ムを編成する。

 専門教科教科以外に、医療人と
して必要な知識を養う。

実習前オリエン
テーション＆実習

就職先の病院等を対象に卒業生
の 働きぶり等について調査を行
い、 学科の教育内容や達成目標
の妥当 性、あるいは重視する人
材ニーズ 等を分析し、その結果
をカリキュ ラムの編成、科目の
教育内容に反 映するように努め

る。

最終目標である就職が全員早期に決定し、年内には就業することができた。



前期 年度末

各授業で繰り返し学習を行い、 病院等
の現場で必要となる「基礎力」は暗記で
はなく体得するものであるということ
に、学生自らが“気づく”ように努め
る

各教科にて、授業の中でポイント
を明確にし、質問、発問を工夫す
る。

A A

授業のなかにグル ープ学習の手法を取
り入れ、病院等の現場を想定した課題に
つ いて、協同して取り組ませ、そ の結
果をプレゼンテーションさ せるように
努める。

グループ実習により、協同して取
り組ませる。 B A

 しばしば授業の最後に課題を提 示
し、決められた期間内に提出 させ
ることで、約束を守ること を意識
させるように努める。

各教科の提出物の期日を厳守させ
る。 A A

多くの現場で活躍している人の講話や授
業を行い、仕事に必要となる「基礎力」
仕事の達成感や厳しさについて自覚でき
るようになる。

卒業生の講話を実施する。 C C

前期のシラバス（授業計画）を作
成し、学生に配布する。 A

後期のシラバス（授業計画）を作
成し、学生に配布する。 A

挨拶の慣行を図る。 A A

授業開始、終了時の挨拶を徹底す
る。 A A

職員室の入退室時の正しい動作を
指導する。 A A

医療人としてふさわしい身なり
や態度を身につけさせる。

病院見学など、TＰOにあわせた服
装のチェックを行う。 A A

欠席科目については、レポートを
提出させ、講義内容の把握を行わ
せる。

A A

遅刻、欠席の連絡を、担任に必ず
行うように指導する。 A A

必要に応じて本人との面談、また
は保護者との連絡を取る。 A A

学生の変化に気づいたら声
をかける。

A A

朝礼などで、学生の変化などを伝
え合い、共通理解を図り、学生の
対応を協議する。

A A

評価項目 目　　標 具　体　的　方　策 具　体　的　取　組
評価

A

シラバスを作成
し、学生に計画
的な学習をさせ
る。

シラバス（授業計画）を作成
し、学生に配布することによ
り、計画的な学習指導につなげ
る。

成果と課題

（

２
）

教
科
指
導
に
お
け
る
内
容
や
工
夫

指導方法を工夫
する。

就職実務にてグ
ループ学習し、プ
レゼンは個人実施

現場経験者等の
人材を活用し、
実践 的な「基礎
力」を育成す
る。

就職先となる病院等で豊富な実務
経験を積んだ教員が、本人の貴重
な経験を教材として活用し、より
実践的な「基礎力」が育成できる
ように努める。

実務経験の豊富な人材に、非常勤
講師として指導に当たってもら
う。

A

２．生活指導

（

1
）

生
活
指
導

全教職員で、挨
拶、礼儀の指導
を行う。 挨拶や礼儀作法などの指導を徹

底し、節度ある規則正しい生活
を身につけさせる。

欠席、遅刻について厳しく指導
を行う。

（

2
）

相
談

問題行動の予防
に努める。 教職員全員で、悩みを抱える学

生の早期発見に努め、適切な教
育相談を行い、問題行動を未然
に防止する。



前期 年度末

６月までに、学生個人の進路意識を
調査・把握し、在学中のキャリアサ
ポートに活用する。

6月までに学生個人の進路意識を
調査・把握し、在学中のキャリア
サポートに活用する。

A A

学習のモチベーション、就職への動
機づけなどを高めるため、入学後の
早い段階から、就職適正に関する個
別面談・指導を行う。

個人面談、３者面談を必要に応じ
て実施し、学生の希望に沿った指
導を行う。

A A

履歴書の書き方、面接の方法など
具体的に指導にあたる。 A A

就職担当者をおき、常に相談・指
導できるようにする。 A A

就職担当者の資
質を向上する。 キャリアサポート担当の教職員を、研修

会等に参加させ、資質を向上させる。
労働局などの就職支援の研修会を
利用する。 A

家庭との連携や
協力を深める。 家庭が役割を認識し、その機能を発揮し

てもらうため、保護者との連絡を密にす
るなど、連携、協力を深める。

遅刻、欠席の多い者には、保護者
に連絡を取り、早期改善に努め
る。

A A

豊かな人間性を
育む。

躾教育・挨拶・ボランティア活動などを
通して、医療人として社会に貢献でき
る、豊かな人間性を育めるよう、学校独
自のプログラムを実践する。

担当者を決め、月ごとの重点目標
を掲げるようにする。 B A

情報を早急に開示し、学生が積極
的に就職活動に取り組めるように
する。

A

卒業生の就職先を巡回し、採用情
報を入手しやすくする努力をす
る。

B A

早い段階で、検定試験の内容を理
解させ、問題に取り組ませる。 A A

補習を行い、不得意科目を作らな
いようにする。 A A

常に、各教科への質問が受け付け
られるよう、非常勤講師への連絡
も密にする。

A A

就職に直結する
資格取得に積極
的にチャレンジ
する。

就職をするにあたり、より有利
な各検定を積極的に受検させる
ようにする。

資格取得の重要性を伝え、各能力
に応じて、取り組める資格にチャ
レンジさせる。

A A

評価項目 目　　標 具　体　的　方　策 具　体　的　取　組
評価

成果と課題

月ごとの目標とは
いかなかった

（

２
）

職
場
開
拓

学生の就職の門
戸を拡大する。

採用情報を確実に入手し、学生
の就職の門戸を拡大する。

３．進　路

（

１
）

キ
ャ

リ
ア
サ
ポ
ー

ト

早期に面談や適
性検査等を実施
して、学生の希
望に即した適切
な進路指導を目
指す。

具体的でわかり
やすいアドバイ
スを行う。 就職指導においては、一般常識対策

や専門分野の試験対策、また、就職
活動の進め方、履歴書の書き方、マ
ナーなど、早期段階から具体的に指
導を行う。

（

３
）

資
格
取
得

各種検定試験合
格に向けて最大
の努力をする。

早い時期より検定試験に対して
の意識付けを行い、日々の学習
の中で最終目標である資格取得
に向けて努力するようにする。



前期 年度末

学生の希望就職先などを早期に調
査し、スムーズに就職案内ができ
るようにする。

A A

8月に病院実習を行わせ、より就
職への意識付けを行う。

A

学生の主体性を
育成する。 指示を待つのではなく、自らや

るべきことを見つけて、積極的
に取り組む能力を育成する。

ボランティア活動への関心を高め
させる。

B A

周りに働きかけ
る力を育成す
る。

周りの人に呼びかけ、目的に向
かって人々を動かす能力を育成
する。

校内美化に努め、教室、実習室の
清掃活動に取り組ませる。

A A

現状を分析し、目的や課題を明
らかにし、準備する能力を育成
する。

質問にすぐに答えるのではなく、
学生の考えを十分聴く。 A A

課題の解決に向けたプロセスを
明らかにし、準備する能力を育
成する。

A A

新しい価値を生み出す能力を育
成する。

友人関係を広げるように指導す
る。 A A

学生に十分な時間を与え話を聞
く。 A A

授業の中で、集団討論をする時間
を設ける。

A A

傾聴力を育成す
る。

相手が話しやすい環境をつく
り、相手の意見を丁寧に聞く能
力を育成する。

学生の目を見て説明し、学生にも
同じように指導する。

A A

柔軟性を育成す
る。 意見の違いや立場の違いを理解

する能力を育成する。
授業の中で、集団討論をする時間
を設ける。

A A

状況把握力を育
成する。

自分と周囲の人々や物事との関
係性を理解する能力を育成す
る。

丁寧な言葉遣い、その場に応じた
適切な言葉遣いを指導する。

A A

医療人としての自覚をもち、服
装、頭髪が華美にならないように
指導する。

A A

校則違反者には厳粛に対処する。 A A

評価項目 目　　標 具　体　的　方　策 具　体　的　取　組
評価

成果と課題

（

１
）

前
に
踏
み
出
す
力

献血ボランティア

（

２
）

考
え
抜
く
力

課題発見力を育
成する。

（

４
）

就
職
率

就職率100％を
維持する。

学生の希望にそった就職率
100％を目指す

４．社会人基礎力

（

３
）

チ
ー

ム
で
働
く
力

発信力を育成す
る。

自分の意見を相手に分かりやす
く伝える能力を育成する。

就職実務、患者接
遇など

規律性を身につ
けさせる。

社会のルールや人との約束を守
る力を育成する。



前期 年度末

ストレスコント
ロール力を身に
つけさせる。

ストレス発散の方法を身につけ
たり、ストレスをポジティブに
とらえて対応できる力を身につ
けさせる。

スポーツ大会等への参加を促し、
運動の励行を指導する。 A A

受験生やその保護者に分かりやす
い募集要項を作成する。

A A

電話や来校されての問い合わせに
対し、分かりやすい努める。

A A

高等学校訪問を実施し、在校生
の状況説明や学校のPRを行う。

5月より体験学習の案内、新入生
の報告を行う。 A A

体験学習の案内、試験日程を書き
込む A A

学生の声を随時取り入れる。 A

高校生へ直接PRを行う 高校でのガイダンスに参加する。 A A

メディアを使って本校の認知度
を高める

広告、CMなどで本校を知っても
らう。

A A

中長期の学校経営ビジョンを全教
職員が認識する。

B B

学校評価を8月と3月に実施する。 B B

自己評価結果をホームページで
発信する。

自己評価結果をホームページで発
信する。 A A

自己評価結果を九州医学技術専
門学校のパンフレットに掲載
し、学生やその保護者などに配
布する。

自己評価結果を卒業時に配布す
る。

D

評価項目 目　　標 具　体　的　方　策 具　体　的　取　組
評価

成果と課題

５．広報

(

1

)

学
生
募
集

分かりやすい募
集要項を作成、
学生募集を行
う。

受験生やその保護者に分かりや
すい募集要項（学校案内）を作
成する。

ホームページを頻繁に更新し、
学生の状況や学校の取り組みの
紹介を行う。

６．組織・運営

（

１
）

経
営
方

針 経営方針を明確
にし、その実践
を行う。 明示された中長期の学校経営ビ

ジョンを全教職員が共有し、教
育実践に努める。

実施時期が遅れて
しまった

(

2

)

学
校
評
価

学校自己評価を
実施し、その結
果を発進する。

未実施



前期 年度末

学生による教員の授業評価アン
ケートを実施する。

A A

アンケ－ト集計結果を職員会議に
提案し、向上を図る。

A A

予算、収支計画を行い、適切な会
計監査をうける。

A

財務情報公開を行なう。 A

毎月電気保安協会の点検を受け
る。

A A

机・椅子などの備品を点検し、不
良品は取り替える。 A A

日常の教育活動や指導は、常に
安全を優先して行う。

避難経路の確認を行う。 B B

電気器具、器材のスイッチの入れ
換えをこまめにする。 A A

学生へも教室の電気などの消し忘
れがないよう呼びかける。 A A

パソコンによる校務処理を推進
してデータの共有化を図り、効
率的な事務作業を行う。

パソコンの講習会などに積極的に
参加する。 A A

学生の個人情報の取り扱いには、
細心の注意を払う。

A A

自宅のパソコンで業務を行わな
い。 A A

ウイルス防止のプログラムの最新
版を使用する。 A A

インターネットのアクセスは、業
務以外のものはしない。 B B

評価項目 目　　標 具　体　的　方　策 具　体　的　取　組
評価

成果と課題

（

３
）

授
業
評
価

教員の指導力を
高める。

学生による教員の授業評価を実
施し、教員の専門性・指導力の
向上を目指す。

（

４
）

財
務 会計監査を行

い、安定した財
務基盤を作る。

学生生活を送るうえ、不利益が
ないよう、健全な財務運営を行
う。

（

２
）

情
報
設
備

パソコン等を
使った校務処理
を適切に行う。

パソコン上の学生情報等の管理
徹底を図る。

業務以外のアクセ
スがあった

７．施設・設備

（

１
）

施
設
設
備
の
管
理

施設・設備の有
効な活用が図ら
れ、安全点検等
の管理を適切に
行う。

施設・設備の安全点検を年2回
以上行い、環境整備を図る。

省エネ運動を推進し、水道・電
気使用量を前年比５％減に努め
る。


